






要約 

東京都心身障害者福祉センターに来所した視覚障害乳幼児についてみると,この 2～3年は

未熟児網膜症によるものが減少し,とくに盲の状態を呈するものが少なくなっている。しか

し精神遅滞の重複率は不変である。未熟児網膜症による視覚障害の発生,および重複障害の

発生の両者の予防につき,一層の努力が必要と思われる。 


